




　血友病患者に対する人工骨頭、人工関節などの人工材の使用の可能性につい

ては、既に 52 年度の当研究班において報告した。

　血友病患者における関節出血は一般に多発性てあり、したがって、2 次性関

節症性変化を主体とした病変による機能障害もまた多発性で、単一関節に対応

する処置だけでは解決しない。

　Houghton & Dickson は、人工関節置換術は、complication の率が高いので、

固定術を行った方が安全であり、かつ欠乏因子の補充量も少なくて良いと報告

している。


